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⑴先行研究より "resilience" の概念及び実践報告をレビューし，その実態を整理する。 
⑵関連する心理学的概念との異同を踏まえ，学校教育に活用できる "resilience" 実現の取
り組みを実践し，定性的に検証する。 
⑶ "resilience" の概念を取り入れた教育実践成果を定量的調査によって検証する。 
⑷定性的調査及び定量的調査の結果に基づいた実践を行い検証を行う。 
 








































 このような問題は欧米でもみられており，"resiliency" という語が "resilience" とほぼ
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 Garmezy(1985)によると，"stress-resistance" や "invulnerability" は，レジリエンス
と同等の機能を持つ用語として取り扱われてきた歴史があり，これ以外にも，同様の近似
する概念として "adaptation","hardiness","mastery", "plasticity","person","fit","social 





果ではなく，むしろ，プロセスに注目( Compas, Connor-smith, Saltzman, Thomsen, & 
Wadsworth, 2001)しているが，レジリエンスは適応状態に至ったという結果を重視して
いて，それが効果的なコーピングであり(Mastenら，1990)，対処能力と内的な適応状態



























































までは，個人の傷つきにくさとしての心理学的概念である  "invulnerable" が注目されて
いたが，時が経つにつれ，ストレス耐性やレジリエンスという用語がより適語と認知され
るようになり，個人のパーソナリティに焦点が置かれるような研究が行われた( Anthony  








































ら(1993)の考えを整理して示す (Table 1-3-1)。                                                               
 Table 1-3-1にまとめた要因は，保護要因（protective factor）と記述する研究者も多い

















































































































償モデル)，⑵Challenge Model（チャレンジモデル），⑶Protective Factor Model（保護
要因モデル）を提案した。これらのモデルは，リスクに対しての個人要因と環境要因が直
接的または緩衝的に働くことを想定したモデルである(Zimmerman, & Arunkumar,1994)。  
 
















⑶ Protective Factor Model＿保護要因モデル(Figure1-3-3) 
 保護要因モデルは，リスク要因に働きかけてネガティブな結果を減少させる可能性があ
る相互作用モデル。保護要因はリスク要因への反応を修正させることにより，行動を促進
し，リスクに曝されることによる影響を程よいものにする効果がある(Brook, Nomura,&  






















   
 







































リスク① リスク② リスク③ 
結果① 結果② 結果③ 















    Figure  1-3-3-①                                  Figure  1-5-3-② 
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 ⑴で示したリスク／保護構造は，リスク要因のネガティブな影響を和らげる効果がある。 
Werner, & Smith(1992)は，保護要因とリスクの相互関係は個人の力と社会環境の力のバ
ランスで成り立っていると提言している。研究例として，Brook, Nomura, & Cohen(1989)
が「青年期にある少女の自己主張力と自尊感情が両親の不和によるネガティブな影響を防
御すること」を明らかにしたものや，Dubow, & Luster(1990)が８歳から15歳の721人の
子供とその母親に行った「National Survey of Youthの調査」による母親の自尊感情が子供の
学習適応，行動適応に影響を与えていたことを明らかにした研究があげられる。 
 ⑵の保護／保護の構造は，保護要因がネガティブな結果を減少させるよう作用する機能


























(2002)らにより，Masten, Best, & Garmezy(1990)の定義に基づいて，青年期の男女を対





























































































































































































































 1980年代にNational Commission on Excellence in Education（1983）及びEducation 





あげられる（Bell, &Bell,1993; Coie et al . Coie, Want, West, Hawkins, Asarnow, 
Markman, Ramey, Shure, & Long, 1993; Gillmore et al ., 1991; Hawkins, Catalano, & 






O’Malley, & Bachman, 1993)。この頃，この結果を受けた研究者たちに疑問が生じてき
ている。同じ " at risk" 状況の中においても，アフリカ系アメリカ人，ラテン系アメリカ
人の特に低所得地域の生徒の中に学習達成度の格差が生まれてきたのである。つまり，同




である(Baizerman, & Compton,1992; Blue-swadener, & Lubeck, 1995; Brown, & 


























"Just Say No" のような薬物防止プログラムが様々な場所で行われるようになったが，同時
に実施されたDARE(Drag abuse resistance education) やLFS(lifeskill training) 
Brown, 2001a, 2001b; Clayton, Catarello, & Johnstone, 1996; Ennett, Tobler, Ringwalt, 
& Flewelling, 1994;; Gorman, 1998）と同様に効果のないプログラムとなってしまってい
た。 


















































-Caston, & Pollard, 1997)。この後に，最も究極的な問題修正プログラムとして "Zero 
Tolerance" 方針が登場したが，"Zero Tolerance" は薬物や暴力などの重篤な問題行動の
みを対象としているだけでなく，いかなる軽微な問題行動も違反とし，改善の見られない
































































Steinberg, & Rollins, 1995）。学校で失敗を経験したことにより危機に陥った児童生徒に























2．Henderson & Milestein’s Resiliency Wheel 
 Henderson & Milestein（1996）は，シンプルで実践的な理論を個々の生徒や学校環境
（教師も含む）に適用可能なモデルとして示している。"Resiliency Wheel"と呼び，６つ
の要素をあげている。そのうちの３つはレジリエンスを育成する環境セッティングとして








て"Wolin’s Model"をあげている。Wolin, & Wolin(1993)は自分自身の治療ケースにおいて
        27 








 以下，３つのレジリエンス実現モデルについての異同を検討する。"Bonnie Bernard’s 































































































  天満・池田(2015)は，自己指導能力の概念定義として，生徒指導資料 第20集（文部省, 
1988）での「自己をありのままに認め，自己に対する洞察を深めることを基盤にして自ら
の追求しつつある目標を確立し，また明確化していくこと，そして，この目標達成のため，
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第4節 首尾一貫感覚との関連 
 






























































































































自己効力感と意訳されている ”self-efficacy” 概念は，1977年，”Psychological Review” 誌









































































































































































































































































































































































































































も心理学の分野だけでなく多方面で研究が行われている（例えば，山口  2016, 富山市企
画管理部未来戦略室 2017）。また，調査研究に留まらず，現在では，レジリエンスを活
用した実践が，看護医療，社会福祉，学校教育などにおいて様々に展開されている（例え




























富む貴重なレジリエンス研究（例えば，小花和 2004，小塩ら 2002，石毛 2003，平野 































は精神疾患の発症脆弱性を軸とし，発症メカニズムを単純化してDisease = (Resilience or 
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×E）研究の代表格として，うつ病とセロトニントランスポーター遺伝子プロモーター領
域(5HTTLPR)多型を挙げている。 
  平野（2015）は，Cloninger(1993)のTemperament Character Inventory(TCI:気質，
性格検査)における４つ気質分類の一つである "novelty seeking"（新奇性追求）尺度が，
新しい刺激に対する探求や衝動的な決定など，行動の活性と開始に関係する遺伝的な傾向
を表し，ドーパミンD４受容体の遺伝子多型との関連（Ebstein, Novick, Umansky, R., 
Priel, Osher, Blaine, Bennett, Nemanov, Katz, & Belmaker, 1996）を示していること，
反対に，セロトニン，トランスポーター5-HTTの遺伝子多型との関連（Risch, Herrell, 
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⑵  他の遺伝子多型 
  野藤ら（2009）によると，神経細胞の新生や成長，機能亢進にかかわる神経系のタンパ























































































































































































































































⑶  レジリエンスの生物，心理，社会モデル 

































































  られていない面を開発するというストレングスアプローチの視点を用いている。 
（2）学校教育の期間に成功体験や活動に熱中するなどの経験を通して育むことを前提とし 
  ている。 
（3）その場での効果だけはなく，長期的な効果を念頭に置いている。 
（4）ポジティブな感情を起こさせることによる相互作用を狙っていることから，相補的な 


























































































































































たレジリエンスの構成要因として定義された I am，I can，I have要因の３要因と，レジ
















⑴  リスク要因  California State Department of education  Table2-1-1 
⑵  保護要因項目 池田（2009） Table1-4-1 
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第5章 レジリエンスの実現を目指した実践①  

















































































WISC-Ⅲ CA○3-○ヶ月   
FIQ＝84 VIQ＝90 PIQ=80  
※VIQ ＞FIQ（.15） 
VC = 89   PO =87   FD = 82  PS = 69 

















































































































































































































































  １月（14/17） ２月（16/19） ３月（8/19）  
  ４月（ 1/12） ５月（ 9/22） ６月（3/21）   
  ７月（1/14）  
 ９月以降は通級も含めるとほとんど休まずに登校した。 
 
⑵ セルフエスティーム尺度の調査結果  




   ５月から登校開始。２学期から正式に週３回の登校。友達もでき休まずに登校し，教師 
  とも仲良くやっている。 
 
⑷  集団活動への参加 
  選択保健体育（人数16名）への継続参加，保健体育（人数36名）への継続参加，2 
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第7章 レジリエンスの実現を目指した実践③  

























  D 中学校３年生女子 
 
2．家族構成  


















   家族に対する援助初期のアセスメント ひきこもりガイドライン（ひきこもりに対する
地域誠心保健活動研究会，2004） 
 











⑶  家族は本人とどのように関われるのか 
・通常の会話はできる。部屋に閉じこもっていることはない。 
 
⑷  家族が同伴して登校することは可能か 
・現在は無理。家からなかなか出ない。 
 
⑸  家族が同伴して関係する機関へ出向くことは可能か 
・病院でのカウンセリングへは通院中。 月1回程度。 
 









⑻  ひきこもりの中で本人が行えていることはどんなことか 
・読書，パソコン操作。 
 







⑾  生活状況（睡眠，食欲，便通，日内リズム） 
・日内リズムに問題がみられる。パソコンで昼夜逆転な時期もあった。 
 





























































































































































































⑴  会話分析 
 才木グレイグヒル滋子バージョン（2010）の手順を用いて分析を行った。 














⑴  データの切片化 
 上記の手順で分析を行った結果，ロー，データからの切片数は82，それぞれにラベ 

















⑵  カテゴリーの生成 










⑶  カテゴリー関連図の生成   













































































































































































































































































































































































































































































































































 さらに、構成したパスモデル（Figure 9-1-1）をKumpfer（1999）の "Resilience Frame- 


































































































































の示した "Emotional Engagement" に関わることから,この因子を「感情的エンゲージメ
ント」と命名した。第３因子は「私は学校行事や委員会活動など学習以外の活動にしっか
り取り組んでいる」「私はクラスの活動にしっかり参加している」などの項目内容から，
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M SD M SD M SD M SD M SD 多重比較
抑うつ身体反応 8.25 4.03 8.27 4.28 10.63 4.44 9.24 4.38 8.95 4.52 ** 3年＞２年＞1年
易怒 8.09 3.57 7.82 3.64 8.86 3.35 8.15 3.47 8.38 3.61 ** 3年＝１年＞２年
無気力 5.58 2.41 5.59 2.26 6.23 2.37 5.92 2.37 5.79 2.36 ** 3年＞２年＝1年
生活満足感 20.28 4.49 20.51 4.17 19.66 4.45 20.55 4.83 19.76 3.88 n.s
P＜.01**，P＜.05*
男子 女子１年 ２年 ３年
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第5節 レジリエンスの実現にかかわるレジリエンシー（心理的機能）とストレス反応の 





















 Table 9−2−1で示した「中学生用スクール・エンゲージメント尺度」を用いた。 
 
⑵  レジリエンシーの測定 
 Table 9−3−1で示した「中学生用レジリエンシー尺度」を用いた。 
 
⑶ ネガティブな結果・帰結・状態の測定 






















































































































































































































































































































































































































































 さらに、本実践効果として，エンゲージメントの伝播作用があげられる。Bolger, DeLon- 
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